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「ショッピングに国境はない」をスローガンに、中国消費者向け⽇本商品特化型越境 EC プラットフォーム「豌⾖(ワン

ドウ)」を運営するインアゴーラ株式会社(代表取締役 CEO:翁 永飆 所在地:東京都新宿区 以下「インアゴーラ」)は、⽇本
企業初の売り場型越境 EC 旗艦店（複数の商品カテゴリーに渡って、多数のブランドを取り扱う総合型店舗）として、短尺
動画プラットフォーム「抖⾳(Douyin)」の越境 EC 旗艦店を出店いたします。本⽇より、中国で 6 億⼈ DAU*が利⽤する短
尺動画プラットフォーム「抖⾳(Douyin)」にて、⽇本商品の販売を正式に開始いたします。また、「抖⾳(Douyin)」KOL と
連携し、⽇本ブランドに対して、「抖⾳(Douyin)」上でのマーケティング・ブランディング活動のサポートを開始いたしま
す。 
 

「抖⾳(Douyin)」への進出にあたり、インアゴーラでは、以下の事業をスタートいたします。 
 
1. 売り場型越境 EC 旗艦店を開設し、多様な⽇本商品を販売 
インアゴーラは、⾃社越境 EC アプリ「豌⾖公主(ワンドウ)」にて、⽇本商品を中国で展開する越境 EC 事業のリーディ

ングカンパニーとして、サプライチェーンや商品⼒の強み、コンテンツ⼒、システムや物流などのインフラ⼒が総合的に評
価されています。この度、「抖⾳(Douyin)」越境 EC プラットフォームにおいて、「豌⾖公主（ワンドウ）」の売り場型越
境 EC 旗艦店を出店いたします。これにより、「抖⾳(Douyin)」にて⽇本ブランドの販売が可能となります。 
 

2.  KOL ネットワークを活かし、マーケティング・ブランディング⽀援 
インアゴーラは、これまでも数多くの KOL と連携し、販促活動に取り組んでまいりました。当社が⽇本商品の紹介に親和

性の⾼い KOL と連携し、売り場型越境 EC 旗艦店を通じて、⽇本商品の良さを中国のお客様に紹介していくマーケティング
事業にも注⼒してまいります。 

従来の EC プラットフォームとは異なり、「抖⾳(Douyin)」EC プラットフォームで販売するには、KOL による紹介が販
売促進に不可⽋な⼿法となります。そこで、図 1 のような KOL ネットワークの活⽤が有⼒な選択肢となり得ます。また、
⽇本商品の販売のみならず、マーケティング・ブランディング活動の領域においても、サポートさせていただきます。 

（図 1）KOL ネットワークの概略図 

越境 EC 事業を展開するインアゴーラ 

中国短尺動画プラットフォーム「抖⾳(Douyin)」に進出 
~ ⽇本企業初の売り場型越境 EC 旗艦店を展開 ~ 



 

 

インアゴーラは、今後も⽇本商品の魅⼒を EC プラットフォームを通じて中国のお客様にご紹介し、⽇本の商品を楽しん
でいただく場をお届けします。 
 
 
 
※参考リンクはこちら 
 
■Inagora 株式会社 概要  
本社所在地  ︓東京都新宿区市⾕本村町1 丁⽬1 番住友市ヶ⾕ビル6F 
会社設⽴   ︓2014 年12 ⽉ 15 ⽇ 
代表取締役 CEO  ︓翁 永飆 
URL   ︓https://inagora.com 
 
「ショッピングに国境はない」をスローガンに、⽇本の優れた商品やサービスをインターネットを通じて中国向けに展開する越境
EC 事業、および上記に伴うコンテンツ制作、物流、海外マーケティング、など複合的な付帯事業を⾏っています。 
インアゴーラは、⽇本企業が海外進出を検討する際に必ず課題となる「情報の越境」「物流の越境」「決済の越境」のすべてを解
決する、ワンストップソリューション型の B to B to C 越境 EC プラットフォーム「豌⾖（ワンドウ）プラットフォーム」を運営
しています。商品の翻訳、物流、決済、マーケティング、顧客対応、他チャンネル展開などの全⼯程を担うことで、⽇本企業と中
国消費者間の⽂化的ギャップを吸収し、⽇本企業の中国進出をサポートします。⽇本の企業はインアゴーラの⽇本国内倉庫に商品
を配送するだけで、国内 EC ショップを1 店舗追加するよりも簡単に、巨⼤な中国市場に進出することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
（図2）「豌⾖（ワンドウ）プラットフォーム」イメージ 

iPhone 版はこちら 

■越境 EC アプリ「豌⾖公主（ワンドウ）」概要 
インアゴーラが⾃社で開発・運営する越境 EC ショッピングアプリ。中国国内唯⼀の
⽇本商品に特化した品揃えで、インターネットを通じて中国のお客様に⽇本の商品や
サービスを販売しています。2015年8⽉のリリース以来流通総額を急速に伸ばして
おり、取り扱い商品数は中国で既に⼈気のアイテムから中国ユーザーの認知度が低い
商品まで約40,000商品（2020年1⽉時点）にのぼります。中国消費者に⽇本商品や
企業ブランドの魅⼒を伝えるため、ブランドストーリーを紹介する動画や、商品紹介
ページ・使い⽅の説明動画、特集記事等を丁寧に制作し、多⾓的で深いコンテンツを
制作・提供できる点が特徴です。 

Android 版はこちら 


